
休
養
施
設
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

快
工
房
株
式
会
社

ん
文
＋
』
官
」

－一＝旦＝昌吉－一

休
養
施
設
と
は
、
都
市
公
園
法
第
二

条
第
二
項
第
三
号
に
よ
り
、
休
憩
所
、

ベ
ン
チ
、
野
外
卓
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
場
、

キ
ャ
ン
プ
場
、
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
こ

れ
ら
の
う
ち
製
品
化
さ
れ
て
い
る
ベ
ン

チ
、
野
外
卓
、
休
憩
所
（
四
阿
）
の
デ

ザ
イ
ン
面
に
つ
い
て
解
説
を
行
う
。

休
養
施
設
は
、
屋
外
空
間
を
快
適
に

利
用
す
る
た
め
の
施
設
で
あ
り
、
機
能

的
か
つ
安
全
・
安
心
は
勿
論
、
景
観
の

一
要
素
と
し
て
、
そ
の
場
所
に
存
在
し

続
け
る
こ
と
の
責
任
を
自
覚
し
た
品
格

と
調
和
性
を
備
え
た
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
高
齢
者
、

障
害
者
等
、
誰
も
が
利
用
で
き
る
こ
と

を
考
慮
し
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
、

さ
ら
に
、
災
害
時
に
不
可
欠
と
な
る
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
へ
の
対
応
に
、
配
慮
し

て
お
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

チ
i
フ
デ
ザ
イ
ナ
ー

小

石

川

康

彦

ベ
ン
チ
は
憩
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
楽
し
む
、
見
守
る
、
飲
食
す
る

な
ど
多
目
的
に
利
用
さ
れ
る
、
基
本
的

に
は
座
る
・
腰
か
け
る
施
設
で
あ
る
。

構
造
と
寸
法

座
席
部
と
、
そ
れ
を
支
え
る
脚
部

（
フ
レ
ー
ム
部
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

手
摺
兼
用
と
な
る
よ
う
な
大
き
め
の
肘

掛
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
へ
の

対
応
と
し
て
有
効
で
あ
る
。
形
態
に
よ

り
、
背
付
ベ
ン
チ
、
背
無
ベ
ン
チ
、
縁

台
、
連
続
ベ
ン
チ
、
サ
ポ
ー
ト
ベ
ン
チ

（
座
面
を
高
く
し
た
腰
か
け
タ
イ
プ
）

の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。

座
面
高
さ
は
一
般
的
に
、
背
の
有
無

に
関
係
な
く
四

o
o
m
程
度
と
す
る
。

ゆ
っ
た
り
座
る
に
は
背
付
で
や
や
低
く
、

腰
へ
の
負
担
を
軽
減
し
、
立
ち
座
り
や

す
さ
を
優
先
す
る
な
ら
ば
や
や
高
く
す

る
。
背
は
、
ゆ
っ
た
り
座
る
に
は
座
面

と
の
角
度
が
一
一

O
度
前
後
で
高
く
、

ち
ょ
っ
と
座
る
に
は
座
面
と
の
角
度
が

一
O
五
度
前
後
が
望
ま
し
い
。
座
面
幅

は
、
一
人
肩
幅
約
四
五

O
m
と
し
て
五

0
0
1六
O
o
m
と
設
定
す
る
と
、
一
、

二
O
O
醐
は
知
り
合
い
の
二
人
掛
け
、

一、五

O
O
聞
は
他
人
の
二
人
掛
け
と
親

子
三
人
掛
け
、
一
、
八

O
O
m
は
知
り

合
い
の
三
人
掛
け
に
適
し
た
幅
と
な
る
。

材
料座
席
部
の
主
な
材
料
は
、
自
然
木
、

合
成
木
材
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
ス
チ
ー

ル
等
が
あ
り
、
選
定
に
当
つ
て
は
、
直

接
体
に
触
れ
る
部
材
な
の
で
、
風
合
い
、

感
触
の
他
、
素
材
の
温
度
上
昇
等
も
考

慮
し
、
周
囲
の
環
境
と
も
調
和
す
る
よ

う
に
検
討
を
行
、
っ
。

脚
部
は
主
に
、
一
般
構
造
用
鋼
、
ス

テ
ン
レ
ス
鋼
、
ア
ル
ミ
合
金
鋳
物
、
鋳
鉄
、

石
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
擬
石
、
擬
木
等

が
あ
り
、
選
定
に
当
っ
て
は
、
座
席
部

を
支
え
る
た
め
、
強
度
も
重
要
で
あ
る
。

屋
外
環
境
で
は
、
景
観
に
配
慮
し
な

が
ら
も
、
長
寿
命
化
対
策
等
に
よ
り
、

耐
久
性
、
対
候
性
の
高
い
材
料
、
維
持

管
理
・
部
材
交
換
等
に
係
る
ト
ー
タ
ル

コ
ス
ト
の
縮
減
に
配
慮
し
た
形
状
、
材

料
の
選
択
も
重
要
で
あ
る
。
構
造
部
分

は
、
耐
久
性
の
高
い
材
料
、
日
に
見
え

る
部
分
、
直
接
触
れ
る
部
分
は
、
風
合

い
、
肌
合
い
、
感
触
等
を
配
慮
し
た
材

料
の
選
択
を
行
う
な
ど
、
状
況
に
応
じ

た
ベ
ス
ト
な
材
料
選
択
が
重
要
で
あ
る
。

野
外
卓
は
、
飲
食
を
主
な
目
的
に
、

憩
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し

む
、
見
守
る
な
ど
多
目
的
に
利
用
さ
れ

る
テ
ー
ブ
ル
と
ベ
ン
チ
を
組
み
合
わ
せ

た
施
設
で
あ
る
。
多
く
は
適
切
な
位
置

に
両
者
が
固
定
し
て
設
置
さ
れ
る
。

構
造
と
寸
法

テ
ー
ブ
ル
と
ベ
ン
チ
が
固
定
し
て
設

置
さ
れ
る
た
め
、
立
ち
座
り
に
配
慮
す

る
必
要
が
あ
る
。
テ
ー
ブ
ル
脚
は
、
座

っ
た
場
合
の
足
の
置
き
場
や
出
入
り
を

考
慮
し
て
内
側
に
配
置
す
る
。
高
さ
は
、

七
O
O
醐
前
後
で
テ
ー
ブ
ル
下
部
は
、

車
椅
子
で
の
利
用
を
考
慮
す
る
場
合
六

五
o
m
以
上
確
保
す
る
。

手
摺
（
サ
ポ
ー
ト
パ
イ
プ
）
を
付
加
す

る
こ
と
に
よ
り
、
車
椅
子
が
テ
ー
ブ
ル
に

寄
せ
や
す
く
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
立

ち
座
り
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
も
有
効
で
あ

る
。
ま
た
、
テ
ー
ブ
ル
端
の
下
部
は
、
丸

み
を
も
た
せ
る
と
出
入
り
、
立
ち
座
り
へ

の
配
慮
と
し
て
有
効
で
あ
る
。
（
写
真
1
）
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オ
品
晶
1

4
4曲不ベ
ン
チ
に
準
じ
る
が
テ
ー
ブ
ル
面
は

汚
れ
や
す
い
の
で
、
不
衛
生
に
な
ら
な

い
清
潔
感
の
あ
る
材
質
と
す
る
。

ベ
ン
チ
、
野
外
卓
な
ど
を
配
置
し
、

日
除
け
、
雨
除
け
を
し
て
、
休
息
を
取

り
、
眺
望
を
楽
し
む
施
設
で
あ
る
。
ま

た
、
災
害
時
に
は
テ
ン
ト
材
な
ど
で
周

り
を
囲
う
こ
と
に
よ
り
、
一
時
避
難
施

設
と
し
て
必
要
と
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
に
対
応
が
可
能
と
な
る
。

構
造
と
材
料

柱
、
桁
、
梁
で
屋
根
構
造
を
支
え
、

壁
を
ほ
と
ん
ど
も
た
な
い
構
造
が
多
い 立ち座りに配慮したテーブル

が
、
柱
の
聞
に
腰
壁
を
設
け
ベ
ン
チ
を

設
置
し
た
タ
イ
プ
も
あ
る
。
四
角
、
長

方
形
、
六
角
形
な
ど
の
多
角
形
タ
イ
プ

が
あ
り
、
屋
根
に
は
切
妻
、
寄
棟
、
方

形
、
片
流
れ
な
ど
の
形
式
が
あ
る
。
そ

の
形
状
や
規
模
な
ど
も
景
観
に
大
き
く

影
響
す
る
。
建
築
同
様
に
あ
ら
ゆ
る
材

料
が
用
い
ら
れ
る
が
、
維
持
管
理
面
を

考
慮
し
な
が
ら
そ
の
形
態
や
景
観
に
マ

ッ
チ
し
た
選
択
が
重
要
で
あ
る
。

一
時
避
難
施
設

天
候
の
急
変
、
落
雷
や
降
雨
・
雷
雨

を
避
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
も

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
ベ
ン
チ
、
野

外
卓
な
ど
を
中
央
に
配
置
せ
ず
収
容
人

数
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
写
真

2
・
3
の
四
阿
は
遠
足
等
の
児
童
が
一
ク

ラ
ス
全
員
で
利
用
で
き
る
大
き
さ
が
確
保

さ
れ
て
い
る
。
デ
ッ
キ
を
貼
り
、
周
囲
に

デ
ッ
キ
と
一
体
型
の
ベ
ン
チ
を
配
置
し
、

休
憩
所
と
し
て
は
勿
論
、
ラ
ン
チ
休
憩
施

設
と
し
て
も
機
能
的
で
あ
る
。
（
写
真
2
）

雷
保
護
対
策
の
四
阿
は
、
中
心
部
を

落
雷
が
通
り
抜
け
な
い
よ
う
に
構
造
材
、

柱
等
は
絶
縁
体
以
外
（
木
材
等
）
の
金

属
製
（
導
体
）
と
し
、
屋
根
全
面
に
メ

ッ
シ
ュ
状
の
均
一
な
導
体
を
張
り
巡
ら

せ
、
地
下
に
接
地
極
を
設
け
る
、
こ
れ

と
屋
根
上
に
設
置
さ
れ
た
導
体
を
導
線

で
結
び
、
落
雷
を
地
中
に
放
出
す
る
方

写真1

式
が
有
効
で
あ
る
。
（
写
真
3
）

現
在
、
休
養
施
設
は
都
市
公
園
・
国 床にデッキ貼りの一時避難機能にも配慮した四阿

営
公
園
・
商
業
施
設
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

空
間
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
阪
神
・
淡

路
大
震
災
以
降
、
「
憩
い
の
場
」
と
し

て
の
利
用
以
外
に
災
害
時
の
活
動
拠
点

と
し
て
有
効
利
用
さ
れ
始
め
て
い
る
。

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
景
観
を
考
慮

し
な
が
ら
も
維
持
管
理
、
長
寿
命
化
等

に
十
分
配
慮
し
た
材
料
も
活
用
し
、
管

理
者
側
か
ら
と
ら
え
た
施
設
提
案
も
重

要
で
あ
る
。

災
害
・
天
災
は
、
地
震
・
台
風
・

雷
・
火
災
・
火
山
の
噴
火
・
津
波
・
洪

水
・
伝
染
病
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
で

発
生
す
る
。
街
中
に
防
災
倉
庫
を
設
置

す
る
の
と
同
様
に
、
自
然
環
境
の
中
で

も
観
光
地
等
、
人
が
集
ま
る
場
所
に
は
、

景
観
に
配
慮
し
な
が
ら
も
災
害
時
の
対

応
に
配
慮
し
た
休
養
施
設
の
整
備
は
急

務
と
考
え
ら
れ
る
。

写真2収容人数を優先した雷保護対策の四間

小
石
川
康
彦
・
こ
い
し
か
わ
や
す
ひ
こ

快
工
房
株
式
会
社
設
計
室
チ
l
フ
デ
ザ

イ
ナ
ー

〈
会
社
概
要
〉

豊
富
な
品
揃
え
と
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
実
績

に
基
づ
い
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
情
況
に

応
じ
た
ベ
ス
ト
な
製
品
選
択
、
製
品
開
発
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
お
客
さ
ま
の
思
い
描
く

イ
メ
ー
ジ
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
た
、
総

合
的
な
ご
提
案
が
可
能
で
す
。

写真3
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